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2
0
2
0
年
の
全
国
大
会
は
、「
守
る
・

攻
め
る
・
変
わ
る
─
持
続
的
な
成
長
を
支

え
る
土
木
の
変
革
─
」
を
テ
ー
マ
に
、
名
古

屋
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。し
か

し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
の
た
め
、
急
遽
、
ネ
ッ
ト
配
信
型
と
い

う
新
た
な
試
み
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
感
染
症
に
よ
る
危
機
を
経
験
し

て
、個
人
の
意
識
と
と
も
に
生
活
ス
タ
イ
ル

や
社
会
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
も
大
き
な“
変

革
”が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
中
部
支
部
は
富
山
県
、石
川
県
、長
野
県
、

岐
阜
県
、
静
岡
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
の
七

つ
の
県
に
わ
た
る
。
標
高
3
0
0
0
m
級

の
山
々
か
ら
沖
積
平
野
、さ
ら
に
は
濃
尾
平

野
の
沿
岸
部
の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯

ま
で
広
が
り
、ま
た
木
曽
三
川
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
県
域
を
ま
た
ぐ
流
域
が
あ
る
な

か
、地
域
の
特
性
に
応
じ
た
伝
統
・
文
化
そ

し
て
都
市
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。関
東
圏
と

関
西
圏
を
中
継
す
る
東
西
の
交
通
、太
平
洋

側
と
日
本
海
側
を
つ
な
ぐ
南
北
の
交
通
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発

展
し
、中
部
地
域
の
特
徴
の
一
つ
で
も
あ
る

も
の
づ
く
り
産
業
を
支
え
て
い
る
。そ
の
一

方
で
、
濃
尾
地
震（
1
8
9
1
年
）
や
東
南

海
地
震（
1
9
4
4
年
）
に
よ
る
災
害
、
災

害
対
策
基
本
法
制
定
の
契
機
と
な
っ
た
伊

勢
湾
台
風（
1
9
5
9
年
）
に
よ
る
災
害
な

ど
を
は
じ
め
幾
つ
も
の
風
水
害
・
地
震
災

害
、
火
山
災
害
の
苦
難
を
体
験
し
て
き
た
。

近
年
は
、将
来
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開

業
に
向
け
た
未
来
都
市
・
機
能
の
整
備
計

画
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
に「
守
る
・

攻
め
る
・
変
わ
る
」が
求
め
ら
れ
る
地
域
で

も
あ
る
。

　
こ
の
特
集
号
で
は
、
生
命
・
財
産
、
イ
ン

フ
ラ
を“
守
る
”、
異
分
野
と
連
携
し
な
が

ら
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し“
攻
め
る
”、
こ

れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
土
木
に
携
わ
る
わ

れ
わ
れ
自
身
が“
変
わ
る
”、
と
い
う
全
国

大
会
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、中
部
で
注
目
さ

れ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
、
勢

田
昌
功
氏（
前
・
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整

備
局
長
）
か
ら
は
、
リ
ニ
ア
時
代
を
迎
え
る

将
来
の
中
部
に
求
め
ら
れ
る
ヒ
ト
・
モ
ノ

の
対
流
促
進
、イ
ン
フ
ラ
構
造
物
の
整
備
と

維
持
管
理
を
含
め
た
防
災
・
減
災
対
策
な

ど
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
出
村
嘉
史

氏（
岐
阜
大
学
准
教
授
）
か
ら
は
、
中
部
の

土
木
遺
産
構
造
物
を
商
工
業
の
発
展
の
歴

史
と
と
も
に
読
み
解
く
こ
と
に
よ
り
、産
業

を
支
え
る
都
市
圏
域
の
形
成
に
つ
い
て
興

味
深
い
考
察
が
示
さ
れ
た
。

　“
守
る
”
取
り
組
み
と
し
て
、
吉
谷
純
一

氏（
信
州
大
学
教
授
）
と
豊
田
政
史
氏（
信
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州
大
学
准
教
授
）
か
ら
は
、
令
和
元
年
東
日

本
台
風（
台
風
19
号
）
に
よ
る
千
曲
川
の
堤

防
欠
損
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
霞
堤
に
関
す
る

議
論
、
そ
し
て
避
難
の
実
態
が
報
告
さ
れ
、

総
合
的
な
水
害
対
策
へ
の
示
唆
が
述
べ
ら

れ
た
。
ま
た
、
池
原
貴
一
氏（
国
土
交
通
省

中
部
地
方
整
備
局
河
川
計
画
課
長
）
か
ら

は
、顕
在
化
す
る
気
候
変
動
に
適
応
す
る
た

め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
降
雨
の「
将
来
予

測
」
に
基
づ
い
た
対
策
、
流
域
単
位
に
よ
る

適
応
対
策
な
ど
、中
部
の
先
進
的
な
事
例
を

紹
介
い
た
だ
い
た
。“
守
る
”
と
い
う
土
木

の
使
命
を
果
た
し
続
け
る
た
め
に
は
、人
づ

く
り
と
技
術
の
伝
承
が
重
要
で
あ
る
。
市

川
育
夫
氏（
中
日
本
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト（
株
）技
術
顧
問
）
か
ら
は
、
イ
ン
フ
ラ
構

造
物
を
維
持
管
理
す
る
技
術
者
の
技
術
向

上
を
支
援
す
る
た
め
の
新
た
な
発
注
の
仕

組
み
、産
官
学
連
携
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ

れ
、
杉
本
智
美
氏（
名
古
屋
市
上
下
水
道
局

主
幹
）
に
は
、
緩
速
ろ
過
に
よ
る
水
道
供
給

を
1
0
0
年
の
時
代
変
化
に
対
応
さ
せ
な

が
ら
継
承
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
い
た
だ

い
た
。

　“
攻
め
る
”
で
は
、
日
本
で
培
わ
れ
て
き

た
土
木
技
術
を
最
新
技
術
や
海
外
の
ロ
ー

カ
ル
な
技
術
と
融
合
さ
せ
る
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。
伊
藤
孝
行
氏（
名
古
屋
工
業
大

学
教
授
、N
I
T
e
c
h 

A
I
研
究
セ
ン

タ
ー
長
）か
ら
は
、最
新
の
A
I
技
術
を
踏

ま
え
、複
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
自
動
協
調
な
ど

土
木
技
術
へ
の
応
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

紹
介
い
た
だ
い
た
。
澤
田
利
明
氏（
中
日
本

高
速
道
路（
株
）次
世
代
保
全
推
進
課
長
）か

ら
は
、A
I
技
術
や
I
o
T
技
術
、ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
等
を
導
入
し
、
高
速
道
路
の
保
全

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
改
革
す
る
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
、そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
の
事
例
を
紹
介
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
海
外
展
開
の
事
例
と
し

て
、
与
謝
野
優
氏（
東
海
旅
客
鉄
道（
株
）総

合
技
術
本
部
副
本
部
長
）
か
ら
は
、
新
幹
線

や
超
電
導
リ
ニ
ア
と
い
っ
た
巨
大
イ
ン
フ

ラ
を
米
国
へ
輸
出
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、

今
や
台
湾
経
済
を
支
え
る
大
動
脈
と
な
っ

て
い
る
台
湾
高
速
鉄
道
で
の
日
本
の
技
術

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
紹
介
さ
れ
た
。い
ず

れ
も
、安
全
基
準
や
制
度
の
異
な
る
海
外
で

日
本
の
技
術
を
生
か
す
挑
戦
的
な
取
り
組

み
で
あ
る
。

　“
変
わ
る
”
で
は
、
地
球
温
暖
化
、
少
子

高
齢
化
時
代
に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
。
鈴
木
英
也
氏（
中
部
電
力（
株
）専
務

執
行
役
員
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
カ
ン
パ

ニ
ー
社
長
）
か
ら
は
、
低
炭
素
化
社
会
の
実

現
に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
い
た
。
正
岡
卓
氏

（
豊
橋
市
上
下
水
道
局
下
水
道
施
設
課
長
補

佐
、
中
島
処
理
場
長
）
か
ら
は
、
下
水
汚
泥

や
生
ご
み
等
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し
て

利
活
用
す
る
と
い
う
豊
橋
市
の
先
進
的
な

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。今
後
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
持
続
的
展
開
に
は
、
環
境
配
慮
、

地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
特
集
を
通
じ
て
、中
部
の
魅
力
と
将
来

に
向
け
た“
変
革
”
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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図1　中部を支える土木遺産
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